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かなり苦しい やや苦しい

まあまあだ ややゆとりがある

かなりゆとりがある
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賃
金

が
安

い

労
働
時

間

が
長

い

労
働
時

間

が
短

い

休
暇

が
取

れ
な

い

雇
用
契
約

が
更
新

さ
れ
な

い
の
で
な

い
か

職
場

や
仕
事

が
な
く
な
る

の
で
は
な

い
か

仕
事

が
き

つ
い

正
社
員

で
働

き
た

い

正
社
員

と

の
賃
金

･
労
働

条
件

の
格
差

同
僚

･
上
司

と

の
人
間
関
係

契
約

が
守

ら

れ
な

い

た
だ
働

き

が
あ
る0%

10%

20%

30%

40%

50%

５
千

円

未

満

５
千

円

１
万

円

２
万

円

３
万

円

４
万

円

５
万

円

男 女

0%

10%

20%

30%

3
0
円
未
満

3
0
円

5
0
円

8
0
円

1
0
0
円

1
5
0
円

2
0
0
円

3
0
0
円

4
0
0
円
以
上

0% 20% 40% 60% 80%

物価高騰問題への緊急対策や投機マネーの規制

派遣法の抜本改正、安定雇用の実現、失業対策

長時間労働根絶、安全衛生強化、メンタル対策

最低賃金大幅引き上げ、全国一律最賃制の確立

性・年齢・雇用形態による差別根絶、均等待遇実現

医療・介護・保育・生活保護等の改悪阻止と制度改
善

年金改善と最低保障年金制度の確立

消費税増税など低所得者への増税反対、大企業や富
裕層への課税強化

安価な公共住宅の普及や住宅手当の創設

教育制度改悪阻止、教育の充実

公共事業の見直しと地域経済振興・生活関連事業の
充実

公務公共サービス切捨て・市場化テスト反対、公契
約法・条例実現

規制緩和反対、市場競争万能主義の見直し

食の安全、食料自給率の向上、貿易「自由化」反対

地球温暖化などの環境対策・災害対策強化、原発の
安全性確保

憲法改悪阻止、自衛隊海外派遣恒久法や米軍基地再
編強化反対、核兵器廃絶

一般男性 一般女性
パート

生
活
実
感

「
苦
し
い
」

一
般
男
性
52％

パ
ー
ト

58％

一
般
男
性
の
36
％
が
「
ま
あ

ま
あ
だ
」
・
33
％
が
「
や
や
苦

し
い
」
・
19
％
が
「
か
な
り
苦

し
い
」
を
、
一
般
女
性
の
73
％

が
「
ま
あ
ま
あ
だ
」
・
18
％
が

「
や
や
苦
し
い
」
・
３
％
が

「
か
な
り
苦
し
い
」
を
、
パ
ー

ト
の
48
％
が
「
や
や
苦
し
い
」
・

40
％
が
「
ま
あ
ま
あ
だ
」
・
10

％
が
「
か
な
り
苦
し
い
」
を
選

び
ま
し
た
。

「
か
な
り
苦
し
い
」
と
「
や

や
苦
し
い
」
を
加
え
た
「
苦
し

い
」
層
は
、
一
般
男
性
の
52
％
・

一
般
女
性
の
21
％
・
パ
ー
ト
の

58
％
が
選
び
、
昨
年
と
比
べ
る

と
、
一
般
男
性
が
８
％
減
少
・

一
般
女
性
が
11
％
減
少
・
パ
ー

ト
が
14
％
増
加
し
ま
し
た
。

賃
上
げ
要
求
額

１
４
，
３
２
９

円

一
般
男
性
の
40
％
が

「
１
万
円
」
・
19
％
が

「
５
千
円
未
満
」
・
14
％

が
「
２
万
円
」
を
、
一
般
女
性

の
35
％
が
「
５
千
円
未
満
」
・

21
％
が
「
１
万
円
」
・
15
％
が

「
２
万
円
」
を
選
び
ま
し
た
。

平
均
は
、
一
般
男
性
が
１
５
，

１
９
２
円
・
一
般
女
性
が
１
２
，

９
７
０
円
・
全
体
で
は
１
４
，

３
２
９
円
で
し
た
。

昨
年
の
平
均
要
求
額
２
０
，

２
８
９
円
と
比
較
す
る
と
５
，
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政
府
に
対
す
る
要
求
で
は
、
、

「
年
金
改
善
と
最
低
保
障
年

金
制
度
の
確
立
」
を
、
一
般

男
性
の
62
％
・
一
般
女
性
の

71
％
・
パ
ー
ト
の
55
％
が
、

「
医
療
・
介
護
・
保
育
・
生

活
保
護
な
ど
の
改
悪
阻
止
と

制
度
改
善
」
を
、
一
般
男
性

の
62
％
・
一
般
女
性
の
59
％
・

パ
ー
ト
の
53
％
が
、
「
物
価

高
騰
問
題
へ
の
緊
急
対
策
や

投
機
マ
ネ
ー
の
規
制
を
」
、

一
般
男
性
の
52
％
・
一
般
女

性
の
50

％
・
パ
ー

ト
の
48

％
が
、

選
び
ま

し
た
。

パ
ー
ト

職
場
の
実
態

特
に
不
満
・
不
安
に

感
じ
て
い
る
こ
と

賃
金
安
い

68
％

正
社
員
と
の
格
差
53
％

68
％
が
「
賃
金
が
安
い
」

を
、
53
％
が
「
正
社
員
と
の

賃
金
・
労
働
条
件
の
格
差
」

を
、
28
％
が
「
休
暇
が
と
れ

な
い
」
を
選
び
ま
し
た
。

仲間の切実な要求で
勝利を実感できる春闘に

全
て
の
労
働
者
の

賃
金
引
上
げ
・底
上
げ
を

年
金
・
医
療
・
介
護
・
保
育
制
度
の
改
善

投
機
マ
ネ
ー
の
規
制
な
ど
切
実
な
要
求

パ
ー
ト

賃
金
引
上
げ

要
求
額

平
均
要
求
額

１
３
４
円

「
１
０
０
円
」
を

28
％
が
、
「
２
０
０

円
」
を
23
％
が
選
び
、

平
均
の
要
求
額
は
、

１
３
４
円
に
な
り
、

昨
年
の
平
均
要
求
額

１
０
４
円
よ
り
30
円
高
く
な
り
ま
し
た

ア
メ
リ
カ
型
市
場
原
理
主
義
の
失
敗
が
、
金
融
危
機
や
世

界
同
時
不
況
を
引
き
起
こ
し
、
大
恐
慌
さ
え
懸
念
さ
れ
る
事

態
を
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
「
職

場
と
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
、

ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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男 女

回答なし

その他

リスク商品や高金利商品は本来銀行は販売すべきでない

時代の流れや顧客ニーズに対応するため積極的に販売 べき
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男 女

回答なし

その他

もう少し地域経済に目を向けた方向に変えるべきだ

現在の方針は一番よい方向だと思う

0%

20%

40%
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100%

男 女

希望どおりであった 希望に合わない

その他 回答なし

0%
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100%

男 女

増えた 減った 変わらない 回答なし

0%

20%

40%
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男 女

満足する結果であった 満足できない結果であった

その他 回答なし

0%

20%

40%

60%

80%

100%

男 女

回答なし

その他

話し合いの内容に不満であった

話し合いの内容に満足した

0%

20%

40%

60%

80%

100%

男 女

回答なし
その他

毎月の指導コメントに不満がある
毎月適正な指導がある

0% 20% 40%

要員が足りない

出向や退職奨励（「されそうだ」を含む）

職場や仕事がなくなるのではないか

自分の仕事が賃金や待遇面で評価されない

残業代がキチンと支払われない

毎週２日の休みが取れない

年休や代休がなかなか取れない

労働強化、新技術についていけない

仕事がきつく健康に不安

仕事や賃金に男女差別･格差がある

その他

男 女

0%

20%

40%

60%

80%

100%

男 女

強く感じる やや感じる

あまり感じない まったく感じない

0%

20%

40%

60%

80%

100%

男 女

強く感じる やや感じる

あまり感じない まったく感じない

９
６
０
円
低
く
な
り
ま
し
た
。

あ
な
た
の
ボ
ー
ナ
ス
は

「
変
わ
ら
な
い
」
74
％

「
減
っ
た
」

12
％

「
変
わ
ら
な
い
」
を
、
男
性

の
71
％
・
女
性
の
79
％
が
、

「
減
っ
た
」
を
、
男
性
の
15
％
・

女
性
の
６
％
が
選
び
ま
し
た
。

「
増
え
た
」
は
、
男
性
の
６

％
・
女
性
の
９
％
で
し
た
。

目
標
設
定
は
あ
な
た
の

希
望
通
り
で
し
た
か

「
希
望
通
り
」
76
％

「
希
望
通
り
で
あ
っ
た
」
を
、

男
性
の
71
％
・
女
性
の
82
％
が
、

「
希
望
に
合
わ
な
い
」
を
、
男

性
の
14
％
・
女
性
の
３
％
が
選

び
ま
し
た
。

「
そ
の
他
」
に
は
、
「
目
標

は
あ
り
ま
せ
ん
」
な
ど
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

９
月
の
結
果
は

ど
う
で
し
た
か

「
満
足
す
る
結
果
」
49
％

「
満
足
で
き
な
い
」

33
％

「
満
足
す
る
結
果
で
あ
っ
た
」

を
、
男
性
の
46
％
・
女
性
の
53

％
を
、
「
満
足
で
き
な
い
結
果

で
あ
っ
た
」
を
、
男
性
の
35
％
・

女
性
の
29
％
が
を
選
び
ま
し
た
。

「
そ
の
他
」
に
は
、
「
形
骸

化
」
「
こ
ん
な
も
の
か
と
あ
き

ら
め
た
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

面
接
を
受
け
た

感
想
に
つ
い
て

「
満
足
し
た
」
57
％

「
話
し
合
い
の
内
容
に
満
足

し
た
」
を
、
男
性
の
54
％
・
女

性
の
62
％
が
、
「
話
し
合
い
の

内
容
に
不
満
で
あ
っ
た
」
を
、

男
性
の
23
％
・
女
性
の
12
％
が

選
び
ま
し
た
。

「
そ
の
他
」
に
は
、
「
活
用

さ
れ
て
い
な
い
」
「
形
骸
化
」

な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

育
成
ノ
ー
ト
に
つ
い
て

「
適
正
な
指
導
」
51
％

「
毎
月
適
正
な
指
導
が
あ
る
」

を
、
男
性
の
42
％
・
女
性
の
65

％
が
、
「
毎
月
の
指
導
コ
メ
ン

ト
に
不
満
が
あ
る
」
を
、
男
性

の
12
％
が
選
び
ま
し
た
。

「
そ
の
他
」
に
は
、
「
活
用
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職
場
の
実
態

特
に
不
満
・

不
安
に
感
じ
て

い
る
こ
と

「
要
員
が
足
り
な
い
」
を
、

男
子
の
39
％
・
女
性
の
44
％

が
、
「
年
休
や
代
休
が
な
か

な
か
取
れ
な
い
」
を
、
男
子

の
39
％
・
女
性
の
35
％
が
選

び
ま
し
た
。

次
に
、
男
性
の
29
％
が

「
自
分
の
仕
事
が
賃
金
や
待

遇
で
評
価
さ
れ
な
い
」
を
、

女
性
の
27
％
が
「
労
働
強
化
、

新
技
術
に
つ
て
い
け
な
い
」

を
選
び
ま
し
た
。

投
信
な
ど
リ
ス
ク
商
品

取
り
扱
う
こ
と

「
積
極
的
に
販
売
」
37
％

「
販
売
す
べ
き
で
な
い
」

35
％

「
時
代
の
流
れ
や
顧
客
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
た
め
積
極
的

に
販
売
す
べ
き
」
を
、
男
性

の
35
％
・
女
性
の
41
％
が
、

「
リ
ス
ク
商
品
や
高
金
利
商

品
は
本
来
銀
行
は
販
売
す
べ

き
で
な
い
」
を
、
男
性
の
31

％
・
女
性
の
41
％
が
選
び
ま

し
た
。

「
そ
の
他
」
に
は
、
「
成

果
に
走
り
す
ぎ
」
「
目
標
を

持
つ
こ
と
で
、
か
な
り
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
に
感
じ
る
」
「
積
極

的
な
販
売
は
、
い
か
が
な
も

の
か
と
思
い
ま
す
」
な
ど
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

当
行
の
方
針
に
つ
い
て

「
地
域
経
済
に
目
を

向
け
た
方
向
に
」
43
％

「
も
う
少
し
地
域
経
済
に

目
を
向
け
た
方
向
に
変
え
る

べ
き
だ
」
を
、
男
性
の
40
％
・

女
性
の
47
％
が
選
び
、
「
現

在
の
方
針
は
一
番
よ
い
方
向

だ
と
思
う
」
を
、
男
性
の
19

％
・
女
性
の
38
％
が
選
び
ま

し
た
。

公
正
・
公
平
な
人
事
制
度

生
き
が
い
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
を

地
域
経
済
の
再
生
・
育
成
に

役
立
つ
銀
行
を

人
員
や
休
暇
な
ど
に
強
い
不
満
・
不
安

今
の
働
き
方
が
続
く
と

身
体
が
も
た
な
い

か
も
し
れ
な
い

「
感
じ
る
」
男
性
25
％

女
性
47
％

「
強
く
感
じ
る
」
を
男
性

の
６
％
・
女
性
の
３
％
が
、

「
や
や
感
じ
る
」
を
男
性
の

19
％
・
女
性
の
44
％
が
選
び

ま
し
た
。

「
強
く
感
じ
る
」
と
「
や

や
感
じ
る
」
を
加
え
た
「
感

じ
る
」
層
は
、
男
性
の
25
％
・

女
性
の
47
％
が
選
び
ま
し
た
。

今
の
働
き
方
が
続
く
と

心
の
病
に
な
る
か
も

し
れ
な
い

「
感
じ
る
」
男
性
23
％

女
性
26
％

「
強
く
感
じ
る
」
を
男
性

の
６
％
・
女
性
の
３
％
が
、

「
や
や
感
じ
る
」
を
男
性
の

17
％
・
女
性
の
23
％
が
選
び

ま
し
た
。

「
強
く
感
じ
る
」
と
「
や

や
感
じ
る
」
を
加
え
た
「
感

じ
る
」
層
は
、
男
性
の
23
％
・

女
性
の
26
％
が
選
び
ま
し
た
。

働
き
方
に
つ
い
て
不
安



されていない」「形骸化」「ありません」「毎月はないです」などの意見がありました。
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